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製品評価って… IM Vはそのよう な課題を…

って思っていませんか？

解決に導きます！

価格は決して安く ないかもし れません。

し かし 、IM Vが創業以来30年以上ずっと お客様に選ばれる理由があるのです。

どのよう な治具を 使えば

いいんだろう？

どこで評価しても

一緒じゃないの？

結構費用が

かかるんでしょ？

時間も

かかるんでしょ？

お問合せ件数 (創業以来)

30 ,0 00 件以上

試験実績数 (創業以来)

20 ,0 00 件以上

リ ピーター率

80 ％以上

装置保有数
試験用治具の

提案 (設計・ 解析）
試験計画立案 在籍スタッフ

国内最多 可能 可能 経験豊富

試験実施可否
事前シミ ュレーショ ン

可能

OK Not OK

1
適切な

計画で

2
適切な

手法で

3
できるだけ

短時間で

4
できるだけ

低コスト でどのよう な試験をすれば

いいんだろう？

INDEX 

03

05

07

IMVでできること

ご契約について

試験事例のご紹介

23

25

27

29

協業会社との取り 組み

振動試験のDXを促進するクラウド サービス -iMV cloud-

振動試験機のレンタル (設備貸し )について

テスト ラボ拠点

IM Vが選ばれる理由
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振動試験

IMVテスト ラボでは、各種環境試験および複合環境の試験が実施可能です。

個別の試験対応はもちろん、複数の試験もまとめて実施できます。

衝撃試験

落下試験 音響試験 異音探査試験 (S& R試験)

温湿度試験 熱衝撃試験 減圧試験

腐食試験 浸漬試験 IP試験

EM C試験 (エミッショ ン/イミ ュニティ )

製品の使用環境下における振動を再現し 、

耐性を確認する試験です。

製品を腐食を促進さ せる条件下に置き、

耐性を確認する試験です。

製品を冷水に浸し、耐性を確認する試験です。 IP (保護等級)の評価を行う 試験です。

製品の使用環境下における周囲温度の

変化に対する耐性を確認する試験です。

製品を気圧の低い空間に一定時間晒し、

耐性を確認する試験です。

製品の使用環境下における温湿度を

再現し 、耐性を確認する試験です。

製品が落下した際の安全性を確認する試験です。 機械から出る騒音の大きさを測定し 、音の特性を調べる

試験です。

EV車内パーツの騒音を検査する試験です。

製品の使用環境下における衝撃を再現し 、

耐性を確認する試験です。

電気・ 電子製品が、電磁波によって誤動作しないかを確認する試験です。

機械的
環境

気象・ 屋外
環境

1 2 3

46 5

実環境計測 計測結果分析

可視化

計測結果の予測

CAE解析

計測結果報告

計測データ提供

試験の実施

試験の設計

治具設計

試験条件の決定

電波・ 電磁
環境

対応試験

評価プロセス

一般的に評価プロセスは以下手順で行われます。

お客様のご要望に応じて、どのプロセスからでもサポート 可能です。

もちろん、必要なプロセスのみ対応することも 可能です。

必要な試験もしく はプロセスを

すべてまとめて最初から最後まで

サポート します。

必要な試験もしく はプロセスだけ

個別でサポート します。

よくわからない

から全部まとめて

お願い！

できるところは

自分たちでやるので

できないところ

だけお願い！

ワンストップサポート オンデマンド サポート

IM Vでできること
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当社では、お客様課題を解決するために３つのプランでご対応さ せていただきます。

●受託契約

評価試験は、高い専門知識と 広い経験が必要と なります。

評価に対する経験に不安を感じる方や、お客様自身の所有する設備で評価ができないときは、すべてIM Vへお任せく ださ い。

個別契約では、『 受託契約』と『 レンタル契約』がございます。

※受託契約は、IM Vにすべてお任せすることが可能です

※レンタル契約は、お客様ご指定場所に装置を移動して、お客様にて評価を行うこと が可能です。

一つの製品を評価するには、複数の評価が存在します。

ワンストップ契約は、それらの評価をすべて丸投げできるご契約プランです。

当社プロジェクト リ ーダーが製品評価プランをワンストップでサポート いたします。

お客様に代わってIM Vが評価試験を行います。

Step 1

お問合せ・見積り

Step 2

試験実施日確定・

試験品発送

Step 3

IMVテスト ラボにて

試験実施

Step 4

レポート 提出

Step 5

ご請求

●レンタル契約

Step 1

お問合せ・見積り

Step 2

お客様ご指定場所に

装置を発送

Step 3

お客様にて

試験実施

Step 4

装置をご返却

Step 5

ご請求

個別契約

依頼

お客様

IMV
試験技術者

依頼

お客様

IM V
プロジェクト リ ーダー

複数の評価が必要な場合も 、IM Vが一括サポート します。ワンスト ッ プ 契約

試験技術者

新製品の設計段階からお客様と 共に、試験条件策定のためのデータ 取得や試験計画、評価手法を立案するプランです。

昨今の人材不足、技術伝承ができないと いう 状況により『 評価のアウト ソーシング』をご検討さ れるお客様が増えております。

お気軽にご相談く ださ い。

依頼

お客様

IM V
プロジェクト マネージャー

様々な会社と 協業することで、新し いサービスを始める試みを

実施しています。
パート ナー契約

振動

試験

パート ナー企業

EM C

試験

ご契約について
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自
動
車
試
験
事
例

スクイーク& ラト ル試験

目的 供試品

● 振動により 製品から発生する

騒音(スクイーク音： きしみ音，

ラト ル音： カタカタ 音など)を

測定し 、騒音レベルを確認するため

● スピード メ ータ ー

● カーオーディ オ 等

● ランダム振動試験条件例

振動数範囲：  7～200.0  Hz

加速度レベル：  0 .5 Grm s

● 正弦波振動試験条件例

振動数範囲：  10～200.0  Hz

加速度レベル：  4G

試験条件例

試験イ メ ージ

1/3 オク タ ーブ解析

ISO532-1 非定常音ラ ウド ネス解析 1/3 オク タ ーブ解析カ ラ ーマッ プ

加振音

試験概要

供試品

（ スピードメ ータ ー）
低騒音振動試験装置

マイクロフォン

0 .5  m

● 暗騒音17dB程度(NC-20  以下)の静音室

● NR35等 各社基準での測定実施可能

● マイクロフォン/音響解析ソフト /

静音振動試験装置 常設

■ 実施例グラフ

IM V テスト ラ ボは、自動車、鉄道車両をはじ め、航空宇宙関連、各種電子機器、輸送試験、耐震、

電池関連、船舶まで、2万件を超える試験実績を 有し ます。

振動試験の世界標準規格、業界標準規格、及びお客様の独自試験規格に関する豊富な試験事例・

ノ ウハウを用い、適切な各種試験モード ・ 試験方法・ 環境の提供を可能と し ています。

ごく 一部ではございますが、お客様の課題と その解決に取り 組んだ過去の試験事例を 紹介いたし ます。

試験事例のご紹介

自動車試験事例

スク イ ーク ＆ラ ト ル試験

乗り 心地評価試験

EV車用バッ テリ ーパッ ク の振動・ 衝撃試験

EV車用モータ ー評価

3 軸同時振動試験

08

航空・ 宇宙試験事例

振り 子式衝撃試験機によ るSRS(衝撃応答スペクト ラム)試験

ロケット 搭載機器の簡易音響試験

大型加速度試験

13

耐震試験事例 16

ひずみ測定事例 17

EM C 試験事例 19

環境試験事例

塩水噴霧試験

冷熱衝撃試験

20

21

試験事例のご紹介

課  題

解 決 策

設 備 特 長

電気自動車内の静音化に伴い、車室内に装着さ れる

パーツの音対策（ カタカタ 音、きしみ音）が必要 

半無響音室を使用し た音響評価試験を実施

コ ネク タ 評価試験事例

22海上機器試験事例
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目的

試験概要

供試品

（ EV車用バッテリ ーパック）

● 正弦波、ランダムなど各種試験を

実施し 、バッテリ ーパックの構造的

検証を行う ため

● 実走行で取得したデータを基に、

6自由度試験機を使用して

バッ テリ ーパックの構造的検証を

行う ため

● 共振探査

● UN ECE R100  正弦波振動試験

● 5-200Hzランダム振動試験

● 正弦半波衝撃試験

供試品の内外にひずみゲージ

15か所、加速度計10か所を取り

つけて測定を実施

●実走行で取得し たデータを基に、

数日間の連続加振を実施

供試品の内外にひずみゲージ

25か所、加速度計20 か所を取り

つけて測定を実施

試験条件供試品

● EV車用バッテリ ーパック

EV車用バッテリ ーパックの振動・ 衝撃試験

試験イ メ ージ

大型バッ テ リ ーパッ ク 試験対応 恒温恒湿槽付 振動試験装置

乗り 心地評価試験

試験イ メ ージ 波形イ メ ージ

目的 供試品

● 自動車用シート の乗り 心地を評価

するため

● 自動車用シート ● 実測波形

● 正弦波加振

● ランダム波加振 等

試験条件例

試験概要

課  題

解 決 策

設 備 特 長

課  題

解 決 策

設 備 特 長

電気自動車の航続距離延長のためバッテリ ーの

大容量化が進んでおり、大型バッテリ ーパックの

評価が必要

大型バッテリ ーに対応した振動試験装置で試験

を実施

快適な車両作り に向け、乗り 心地性能向上の検証が必要 

乗車状態で試験可能な乗り 心地評価試験を実施

● 実車のロール及びピッチ運動を忠実に再現

ご希望に応じてヨ ー運動の再現も 可能（ 要相談）

● ～200Hz までの再現可能

● モニターを通じて、動画+ 振動でよりリアルな状態を再現

● 専門のオペレータ が波形を解析

● 小型から大型バッテリ ー (セル・ モジュール・

パック）に対応

● 高速度・ 高衝撃試験への対応が可能

● 消火装置、スクラバを配置

自
動
車
試
験
事
例

自
動
車
試
験
事
例
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目的

試験概要

● フィ ールド で採取し た波形を用いて

加振を実施。故障モード の再現や

実環境でも特性を確認するため

● 開発期間短縮のため

● JIS E 4031 (IEC 61373) 

● Freedom  CAR (米国エネルギー省

燃料電池車開発推進プロジェクト )

● M IL-STD-810H 

試験条件供試品

● 建機

● 自動車のECU

● ド ローン

● 空飛ぶ車

● 輸送梱包品 等

3軸同時振動試験

試験イ メ ージ

■ 実施例グラフ

■ クロスト ーク制御の効果  (M u lti-SINE）

EV車用モータ ー評価

モータ ーダイ ナモ試験装置

試験イ メ ージ コ ント ロ ールルーム

目的 供試品

● e-Axle（ EV駆動モータ ）の動的評価

※温度環境下での評価

● モーター お客様ご要望条件にて対応

さ せていただきます。

詳細はご相談く ださ い。

試験条件例

試験概要

X軸

X軸

Y軸

Z軸

Y軸 Z軸

36 %

課  題

解 決 策

設 備 特 長

電気自動車普及により、モーターやインバーターなど

機電一体化技術の進歩に伴う 複雑な試験への対応が必要 

Back to Back方式を採用し 、簡易的な評価に限定すること

によって、試験費用の削減や作業時間の短縮を実現

● 電気的特性（ 電圧・ 電流）

● 機械的特性（ ト ルク・ 回転数）

● モーターの挙動（ 振動・ 騒音・ 温度）

● 機械的耐久性（ 最大定格運転・ 振動耐久試験・ 電気負荷耐久試験）

● その他、一般的な環境試験にも 対応

（ 温湿度・ 熱衝撃・ 耐水・ 塵埃・ 塩水・ 液体腐食・ 気密・ 絶縁・ 耐圧検査 等）

課  題

解 決 策

設 備 特 長

単軸試験では再現できない市場で発生し た

クレームを再現さ せたい

実環境に近い振動を高精度に再現さ せることが

可能な3軸同時試験装置を利用

当社製振動制御器の特殊技術である『 クロスト ーク制御』により、より 精度の高い評価を実現できます。

以下は、クロスト ーク制御実施時の各軸の応答レベル（ クロスト ーク値）です。

● 高精度に3軸同時試験が可能

● 試験時間短縮が可能 （ 軸替不要）

自
動
車
試
験
事
例

自
動
車
試
験
事
例
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供試品取付治具

垂直用ハンマ

水平用ハンマ

マイク × 4

スピーカー

振り 子式衝撃試験機によるSRS（ 衝撃応答スペクト ラム）試験

■ 概略試験フ ロー

①供試品取付治具にダミ ー供試品を固定

②面内方向試験は面内打撃用、面外方向は面外用ハンマをそれぞれ使用して供試品取付治具に打撃を加え、衝撃を

  発生さ せる。(ハンマ振り 上げ角、ハンマ質量、緩衝材等を変化さ せ試験条件を達成さ せるパラメ ータを探す）

③ダミ ー供試品を供試品に付け替えて、②で決定し たパラメ ータで試験を実施

目的 供試品

● 高周波・ 高加速度のSRS（ 衝撃

応答スペクト ラム）試験を実施し 、

供試品の機能を確認するため

● 航空宇宙用の機器

● 自動車用センサー 等

（ ～10kg程度）

● 6dB/oct (50Hz 10G～4000Hz 850G) 

● 4dB/oct

● 12dB/oct

といった勾配の試験

試験条件例

試験概要

Frequency(Hz)

S
R

S
 (

G
)

SRS勾配が6dB/oct以上の場合(9dB/oct)
■ 実施例グラフ

面内方向

Frequency(Hz)

S
R

S
 (

G
)

面外方向

ロケット 搭載機器の簡易音響試験

目的 供試品

● ロケット の打上時に発生する

音場による、搭載機器への影響

を評価するため

● フェアリング

（ 搭載機器設置済み）

● 周波数: 25~ 2000  Hz

● 音圧: オーバーオール115 dB程度

（ 試験後、打上時の音圧まで補正して解析）

● 試験時間: 10秒

試験条件例

試験概要

■ 実施例グラフ

P
S

D
 (

m
/s

2 )
 2

/H
z

P
S

D
 (

m
/s

2 )
 2

/H
z

S
P

L 
(d

B
) 

試験時応答 フライト 時応答

試験時音圧

補正

フ
ラ
イ
ト
音
圧
と
の
差

試験イ メ ージ

試験イ メ ージ

課  題

解 決 策

設 備 特 長

衝撃試験の専門知識がなく 、SRS評価を実施したかったが、う まく 目標レベル

に到達さ せること ができない。

またある温度環境下でSRS試験ができない。

SRS試験経験豊富な試験技術者のノ ウハウを活かし 、振り 子式衝撃試験機を

用いて試験を実施

● 100G～数千G、数百Hz～数千HzにＳＲＳの折点を持つ試験条件に対応可能

● 落下型衝撃試験装置で実現が難しい6dB/oct以外のＳＲＳ勾配の試験が可能

● 数百グラム～数十キログラムの供試品の試験が可能

● 多く の場合、試験治具が簡単（ 単純なアルミ 板に供試品を取付けるだけ）

課  題

解 決 策

設 備 特 長

飛翔体の評価では、音響加振評価が必要。

音響加振評価を実施できる場所は限られている。

できるだけ簡易で、かつ安価に評価したい。

音響加振試験経験豊富な試験技術者のノ ウハウを活かし 、

簡易音響加振評価を実施

● 最短1～2日で実施可能

● スピーカは可搬型のため、場所を選ばない

● 試験回数に制約がないため、形態を変えながら試験を複数回実施可能

（ 搭載機器の取付部の応答が規定値を超えたため、防振対策の効果を

確認し ながら試験を継続した等の実績有）

● 設置/撤収が容易であるため低コスト で評価可能

航
空
・
宇
宙
試
験
事
例

航
空
・
宇
宙
試
験
事
例
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大型高加速度試験

目的 供試品

● 大型供試品の加速試験や衝撃

試験、重量物の加速試験や衝撃

試験に対応するため

● ロケット 関連製品

● 人口衛星関連製品

● 大型供試品

● 長尺供試品

● 重量供試品

● 一般規格試験

● 時刻歴再現試験

● 衝撃試験

● SOR試験 等

試験条件例

試験概要

耐震評価試験

目的 供試品

● 観測さ れた地震波形データを

3軸対応の振動試験機で再現し 、

供試品の挙動を確認するため

● 家電

● 蓄電池

● ラック

● 配電盤 等

● 目標波形 

観測波形（ 例： 兵庫県南部地震波）

● 地震波名

新潟県中越地震波、兵庫県南部地

震波、東北地方太平洋沖地震波

● 加振方向

NS・ EW・ UDの3方向同時加振

● JIS C 60 068-2-57

2軸同時サインビート 波

試験条件例

試験概要

■ 実施例グラフ

発生日 : 1 9 9 5 年 1 月 1 7 日

マグニチュ ード  7 .3

最大震度７

阪神・ 淡路大震災

発生日 : 2 0 1 1 年３ 月 1 1 日

マグニチュ ード  9 .0

最大震度７

東日本大震災

試験イ メ ージ

課  題

解 決 策

設 備 特 長

大型製品を高加速度で、きるだけ高い周波数で評価

できる設備がなかったこと

大加振力の単軸試験装置にて高周波数評価を実施。

● 2000m mの加振台、最大積載量4500kg（ 要相談）

● 独立加振台を併用し 、数m の長尺物を搭載して
試験可能

● 加振台周囲に足場を設置、試験中の観察も
容易な環境

● 大型の試験治具も 用意しており、どのよう な
試験品でも 評価可能

水冷式 350kN 大型振動試験装置

課  題

解 決 策

設 備 特 長

地震発生したときの製品の耐震性を再現性の良い装置で

評価したい

精度の良い人工地震波を再現できる3軸同時振動試験を実施

● 2500m mの加振台、最大積載量2000kg（ 要相談）

● 実測波再現、サインビート 波、M EBS規格などが試験可能

● ボルト 固定、フローリ ング/タイル/カーペット などの

床材を再現可能

航
空
・
宇
宙
試
験
事
例

耐
震
評
価
試
験
事
例
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ひ
ず
み
測
定
事
例

ひ
ず
み
測
定
事
例

試験中のひずみの定期、または試験全時間保存。  

試験中のひずみを常時監視し 劣化の観察、又閾値を設定し 破断前に加振を停止。
目的 供試品

● 試験中のひずみを測定し 、試験中

の劣化の傾向を把握するため

● 試験中の破損発生時に直ちに試験機

を停止さ せ、破壊初期の様子の確認

や、破損後も 試験を続けていること

への異常破壊を防止するため

● 試験中のひずみを測定記録、分析

すること により 製品の寿命推定を

行う ため

● 溶接構造品 等 ● ランダム振動試験

● 正弦波振動試験

● 衝撃試験

● 軸同時振動試験

試験条件例

試験概要

525 με

260 με

正弦波振動試験

ランダム波振動試験

応答の大きい共振点のみ特徴を抽出さ れるが、

ノイズが重畳さ れ異常値→誤評価に

低ノイズできれいな応答

ノイズに埋も れ、もはや評価不可能

30  με以下の低ひずみでも 、特徴を抽出

コ ネクタ 足

電子部品

基板用ゲージ

ゲージ長0.2m m

振動制御器
任意のプロファイルや応答レベルを監視閾値超えで加振を停止

データ ロガー
波形を監視し 閾値超えで加振を停止

構造物の溶接部 目的に応じ た

ゲージを使用

現在の波形を確認

波形全体を確認し

傾向を観察

ひずみ測定試験

目的に合わせたゲージを使用

■ 試験イメ ージ

3軸データから、主応力、ミ ーゼス応力へ変換

レインフロー頻度分析

損傷度 の算出

寿命度の推定

■ 実施例グラフ

課  題

解 決 策

設 備 特 長

振動試験装置から発生する電磁界ノイズが原因で、ひずみを

測定できなかったり、出力された値が正しく ない場合がある

低ノイズのひずみ測定試験を実施

● 大型水冷機でも 低ひずみノイズで計測

● 長時間の時系列波形の測定

● 各種頻度分析

試験イ メ ージ
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E
M

C

試
験
事
例

環
境
試
験
事
例

EM C試験 塩水噴霧試験

冷熱衝撃試験

目的 供試品

● 電気・ 電子製品を製品化する際、

電磁波の発生による悪影響を与え

ないこと を 確認し 、電磁波による

影響を受けない耐性をもっている

ことを確認する必要があるため

● 電気・ 電子製品 等 ● エミッショ ン試験

ISO

M IL-STD-461

● イミ ュニティ 試験 

IEC

ISO

試験条件例

試験概要

目的 供試品

● 機器や部品の実際の使用時に

周囲の条件(温度・ 湿度等)に

よって影響をう けることを考慮し 、

こ れを未然に防ぐため

● 車載用機器

● 電子

● 電気部品 等

● JIS C 60068-2-14 (Na)、

● M IL-STD-883K 等

試験条件例

試験概要

目的 供試品

● 機器や部品の実際の使用時に

周囲の条件(温度・ 湿度等)に

よって影響をう けることを考慮し 、

こ れを未然に防ぐため

● 車載用機器（ モーター等）

● その他屋外製品

● ISO 9227(JIS Z2371)

● ISO 16750

● JIS H8502

● IEC-60068-2 等

試験条件例

試験概要

なるほど！EMC試験

ページもご覧く ださ い。

小型電波暗室

ISO11452-3 （ TEM セル）

腐食促進試験装置 (塩水噴霧試験)

■ M IL-STD-4 6 1 G

試験項目 周波数範囲 レ ベル 対応範囲 メ モ

CE101

CE102

CS101

CS114

RE102

RS103

30 Hz ~  10 kHz

30 Hz ~  10 kHz 

30 Hz ~  150 kHz

10 kHz ~  400 MHz

10 kHz ~  18 GHz

2 MHz ~  40 GHz         

電流

電圧

信号重畳

110 dBuA

ー

20V/m

〇

〇

〇

〇

△

△

BCI

6 GHz まで

30 MHz ~  6 GHz

※ 2-30 MHz、18 GHz~  40 GHz は要求があれば

エスペッ ク 社製  TSA-203-ES 20 0L タ イ プ

アンテナ近接試験ISO11452-2 (ALSE/ レ ーダーパルス）

M IL-STD-461 は軍需関連のサブシステムや機器のEM C評価に関する要求を定める規格として米国国防総省が

発行し たものです。IMVでは以下の規格試験を実施できます。

課  題

解 決 策

設 備 特 長

コネクテッド カーへの進化に伴い、電磁ノイズ対策の評価と

してEMC試験の対応が必要 

専門スタッフ(iNARTE エンジニア、iNARTE EMC Design

 エンジニア) による、評価、評価実施の支援

課  題

解 決 策

車載機器の高信頼性の要求により 厳し い環境スト レス試験が必要 

使用時の「 塩分を含む環境」や「 塩水を含む環境における

温湿度変化」を再現し 、耐食性を評価する塩水噴霧試験を実施

課  題

解 決 策

車載機器の高信頼性の要求により、厳し い環境スト レスを負荷で

きる冷熱衝撃試験が必要

使用時の条件(温度・ 湿度等)を再現できる冷熱衝撃試験を実施

● マツダ株式会社様より「 MES67602Dの認定試験所」

として承認

● 次世代の車載ネット ワーク (車載イーサネット )試験 
※名古屋工業大学様と 連携
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コ
ネ
ク
タ
評
価
試
験
事
例

海
上
機
器
試
験
事
例

コ ネクタ 評価試験 海上機器試験

目的 供試品

● 製品が市場スト レスに耐えうるか、

評価を実施し 確認するため

● 車載用コネクタ ● JASO D616

● LV214

● USCAR2

試験条件例

試験概要

試験概要

目的 供試品

● 各種船級協会要求の試験や認証

取得に必要な資料を作成するため

● 船舶に使用さ れる製品や材料 ● Class NK、DNV、ABS、LR、KR等

試験条件例

複合環境試験機

EMC試験  電波暗室

ガス腐食試験機

課  題

解 決 策

設 備 特 長

車載用コ ネクタ の新技術開発における、試験機と 人員の確保が必要

従来の技術で開発したコネクタ 評価を外部委託し 、自社内

の試験機と人員を確保

課  題

解 決 策

昨今の船に関わる機器の重要度や法規制、協会の要求などを包括

した試験への対応が必要

船級協会の認証に関わる全ての試験や認証取得のサポート を

ワンストップで提供

● 様々な受託試験場と 協業し 、国内外の認証試験を実施

● 信頼性試験（ 限界試験・ 加速劣化・ 意地悪試験・

再現試験 等）の対応が可能
散水試験機

● 各種船級協会要求の試験 (Class NK、DNV、ABS、LR、KR等)

● 欧州海上機器指令 (M ED)

① EM C試験    ② 電気試験   ③ 振動試験   ④ 温湿度試験   ⑤ 塩水噴霧試験   ⑥ IP試験※ (防水、防塵） 

※提携先にて実施

① EM C試験  ② 振動試験  ③ 温湿度試験  ④ 塩水噴霧試験  ⑤ IP試験※ (防水、防塵） 

※提携先にて実施

船級試験で必要な上記の試験を専門のエージェント と 連携し 、一連のサービスをワンストップでご提供いたします。

お客様ご指定の機関のテストプラン等に合わせた試験及び試験報告書のご提供を行います。

いずれもISO17025の認定取得済みです。■ 海上機器試験 サービスメ ニューコ ネクタ 評価試験の試験項目は、コネクタの種類や使用環境によって異なり ますが、

専任技術者がお客様の製品に応じ た評価を承ります。

1. コ ネク タ 繰返し かん合離脱試験

2. 耐衝撃試験

3. 落下衝撃試験

4. 耐こ じ り 性試験

5. 誤かん合試験

6. 高温放置試験

7. 低温放置試験

8. 熱衝撃試験

9. 温度・ 湿度サイ ク ル試験

10. 高温高湿試験

11. 複合環境試験

12. 塩水噴霧試験

13. 高水圧噴射試験

14. 塩水凍結サイ ク ル試験

15. 結露試験

16. 耐化学液体試験

17. 耐じ ん試験

18. アンモニア試験

19. 腐食ガス試験

50回挿抜

981 m/s2_ 10 ms

-0℃→1m 落下

100N でこ じ り

150N で誤かん合

試験温度 × 120 時間

-40℃ × 120 時間

-40℃⇔試験温度 × 1000 cyc

温度 / 湿度 × 10 cyc

60 or 85℃/90%  × 96 時間

温度 / 振動 / 通電 × 72 時間

中性塩水噴霧 × 96 時間

IPX9K

-40℃→80℃→塩水没水 × 40 cyc

-40℃⇔25℃/95％ × 48 cyc

化学液体 10 種

ちり 1.5kg_ 10sec× 8 cyc

96 時間放置

混合腐食ガス × 21 日

試験項目 備考
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西日本での電池試験サポート

協業会社との取り 組み

IM Vでは様々な会社と 協業することで、新し いサービスを始める試みを実施しています。

Am az技術コンサルティ ング合同会社は、電池関連技術開発支援及びコンサルティ ング会社です。

IMVとの協業により、2次電池の規格試験、火災などによるもらい火などJIS等に基準のない用途、環境等に合わせた試験、

試験方法の立案など電池評価のト ータル支援をさ せていただきます。

用途

分
析

信
頼
性
評
価

装置等

X線CT画像解析装置

XRD（ X線回折装置）

XRF（ 蛍光X線分析装置）

DSC（ 示差熱分析装置）

恒温槽

恒温・ 恒湿槽

真空槽（ 真空ポンプ）

充放電サイクル

直流安定化電源

電子負荷装置

熱衝撃試験

データ ロガー

振動試験装置

その他

小型セル/回路等

結晶構造解析用

不純物分析用

発熱・ 吸熱解析

－40～90°C

～70°C・ 95％ RH

減圧保存試験

～50A

～1kW

～1kW

導入検討中

TTL：  100CH以上

i240/SA3M/TBH8

i240/SA3M//TBH8

ー

ー

ー

ー

JIS C 8714 

JIS C 8715-2

UL1642

UL2054

IEC62133

IEC62619

IEC62660-3

UN38.3

備考 参考規格 用途

安
全
性
試
験

装置等

釘刺試験装置

圧壊試験装置

衝撃試験装置

落下試験装置

加熱試験装置

バーナー試験

炭火試験

過充電試験

転極放電試験 （ 過放電）

W ebカメラ

その他

釘径/速度変更可

平板及び丸棒可

錘落下

カスタム対応可

～150°C/最高170°C

八角網も 対応可

カスタム

電源と 配線

電源

電子負荷装置と 配線

動画撮影用

JIS C 8714 

JIS C 8715-2

UL1642

UL2054

IEC62133

IEC62619

IEC62660-3

UN38.3

備考 参考規格

株式会社キグチテクニクスは、航空宇宙・ エネルギー分野を中心に試験片加工、材料試験、破損品の調査、インフラ構造物の

調査など幅広い事業活動を行っている会社です。 

IM Vと の協業により、金属組織試験などのト ータル支援をさ せていただきます。

● 専用治具による試験機への固定状態 ● X線による内部状態比較

● 電気特性比較

● 対応可能試験 ● 対応可能試験

状態 試験前

セルNo.

1

2

SOC

満充電品

放電品

電圧 (V)

4.16033

3.05395

試験後

電圧 (V)

4.15038

3.09345

試験前

IR (m Ω)

22.623

27.990

試験後

IR (m Ω)

22.060 

27.360 

試験前

質量 (g)

47.5358

47.5616

試験後

質量 (g)

47.5369

47.5629

材料試験サポート

材料試験片の一例 低応力研削加工技術 試験治具の製作

金属組織試験 クリ ープ試験機

試験片製作

断面観察用試料

治具設計・ 製作

組織試験・ 強度試験

疲労試験・ 物理特性試験

耐久試験

故障・ 破損品の調査
破損品の調査 切断面A（ ICチップ） ハード ディ スクの基盤 切断位置

インフラ健全性調査

風力発電設備の点検
風力発電設備の点検・ 補修 インフラ構造物の検査
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振動試験のDXを推進するクラウド サービス -iM V cloud-

遠隔操作・ 遠隔監視

データ の一元管理

テスト ラボで実施している試験の状況を遠隔で閲覧可能。

試験報告書と試験結果をクラウド に保存し 、いつでもダウンロード ができます。

iM V cloudユーザーは、振動試験のノ ウハウに関する動画（ 有料）をいつでも無料で視聴可能です。

QRコ ード からサンプル動画を視聴できます。

iM V cloudユーザーは、過去に実施し た試験データ・ レポート・ 写真等をクラウド 上で一元管理できます。

第1部 振動試験 概要

動画コ ンテンツの視聴iMV cloudは、お客様の試験・ 評価・ 開発活動を促進すべく 当社が提供するクラウド サービスです。

振動試験装置をお持ちでないお客様向けにiMV cloud （ テスト ラボユーザープラン）をご用意しまし た。

遠隔操作、遠隔監視という 多様な働き方への対応も 可能となり ます。

試験ファイル保存ページ

● テスト ラボユーザープラン (テスト ラボ利用のみ) ● iM V cloudユーザープラン (振動試験装置所有＋テスト ラボ利用)

試験一覧より、試験中のマークをクリック

PCやスマホから試験中の加速度・ 温度・ 湿度・ 試験時間・ 画像を

遠隔で閲覧 すること ができます。

試験場所 

大阪テスト ラボ

自社試験設備

試験場所 

上野原テスト ラ ボ

試験品

2020 年

9月

2021年

3月

20 22年

6月

試験場所 

大阪テスト ラボ

試験場所 

上野原テスト ラ ボ

試験品

20 20 年

9月

20 21年

3月

2022年

6月

IM Vテスト ラボのクラウド 対応済装置であれば、どこの拠点で実施し た試験でも

クラウド 上で閲覧が可能です。 ※対応装置は順次拡大中 

自社で所有している設備で実施した試験に加え、IM Vテスト ラボのクラウド 対応済

装置で実施した試験もクラウド 上で閲覧が可能です。 ※対応装置は順次拡大中  

1.  環境試験

2. 幾つかの試験思想

1. 環境試験の目的

2. 環境スト レス

3. フィ ールド の振動

1. 各種の振動波形

2. 使用段階

4 . 各種試験方法

1. 波形による分類

2. 軸による分類

3.  複合環境試験

第1部サンプル動画 (約1分）

1. 品質認定試験

2. 限界試験

３. 信頼性試験

4. 加速試験 

1. 掃引

2. 掃引速度

３. 振動回数

第3 部 振動試験機選択の指針

1. 主要パラメ ータ

(加振力、加速度、速度、変位)について

２．試験実施に必要な

主要パラメ ータ 算出(正弦波試験)

３．試験実施に必要な

主要パラメ ータ 算出(ランダム試験)

４．試験実施に必要な

主要パラメ ータ 算出(衝撃波試験)

５．試験実施に必要な

主要パラメ ータ 算出(SOR試験) 

1.  動電式振動試験機

2. 主要性能例

1. 振動試験機の種類

2. 動電式振動試験機の特長

３．動電式試験機と 油圧式試験機の比較

3. 振動試験機選択時の

仕様表の見方

1. Aシリ ーズ性能例

2. A30   最大動作特性についての解説 

第2 部 振動試験 関連用語

1. 一般的用語

1. 変位、速度、加速度

2. 振幅、周期、振動数

3. デシベル

4. オクタ ーブ、ディ ケード  

2 .  正弦波試験 関連用語

3. ランダム波試験 関連用語

1. パワースペクト ル密度

2. 加速度rm s値

3. 自由度

4. 周波数分解能 ⊿f

5. 波高率  

第2部サンプル動画 (約1分30秒）

4 .  衝撃試験 関連用語

1. 衝撃波形

2. 衝撃加速度、作用時間、許容差

3. 衝撃応答スペクト ル

1. 振動センサの種類

2. 適切な感度設定

３. センサの取付け

第4 部 振動試験実施時の注意点

1. 供試品の取付け
1. 供試品の取付方法

2. 汎用的な取付治具

2. 振動計測器の取扱い

3. 制御の種類・ 方針
1. 1点制御と 多点制御

2. 仮想点制御

第4部サンプル動画 (約1分20秒）

4 .  その他の注意点

1. 許容偏心モーメ ント

2. 面上均一性

3. クロスト ーク

4. 共振点探査 (振動応答検査）

5. 取付治具設計上のポイント

6. マス ローディ ング効果

5. その他の試験方法

1. M ulti-sw eep  sine

2 .  Sine on sine

3. Sine on Random

4. 非ガウスランダム試験

第3部サンプル動画 (約2分）
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小型振動試験機および制御器を当社からご指定の場所に送り、お客様ご自身で試験機の設置から試験までを

行っていただきます。

基本使用料

装置

人件費

その他

必要

必要

必要

データ ロガー・ センサー等、必要に応じて別途費用がかかり ます。

※振動試験機レンタ ルのための教育サービスも ご用意しており ます。

必要

必要

不要

不要

必要

不要

受託試験 設備貸し レンタル

輸送試験用小型振動試験機 汎用試験用小型振動試験機

m 130 LS ｍ120

20 0,0 00 円～ 137,0 00円～

重量物のため別途見積もり 重量物のため別途見積もり

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

・ 電源ケーブル

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル3ｍ

・ 加速度センサー 1個

（ ケーブル3m 付）

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

・ 電源ケーブル

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル3ｍ

・ 加速度センサー 1個

（ ケーブル3m 付）

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

・ 電源ケーブル

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル3ｍ

・ 加速度センサー 1個

（ ケーブル3m 付）

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

・ 電源ケーブル

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル3ｍ

・ 加速度センサー 1個

（ ケーブル3m 付）

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

・ 電源ケーブル

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル3ｍ

・ 加速度センサー 1個

（ ケーブル3m 付）

汎用試験用小型振動試験機

ｍ0 60

71，0 00 円～

¥20,0 0 0  (参考価格)

高周波試験用小型振動試験機

m 030 H

134 ,0 0 0円～

¥20 ,0 00  (参考価格)

名称

型番

画像

価格 (1週間）
※ 運送費は別途

運送費 

構成内容

レンタル・ 設備貸しに関する

お問い合わせはウェブサイト から

振動試験機のレンタル(設備貸し )について

当社では、振動試験機の「 レンタル」および「 設備貸し 」を行っています。

 振動試験機のレンタ ル

場所と 設備のみを貸し 出すサービスです。

当社の受託試験場にお越し いただき 機器の操作はお客様ご自身で行っていただきます。

複合環境試験装置も 一部対応可能なものがございます。

 振動試験機の設備貸し

レンタル・ 設備貸しいずれにおいても、製品情報の機密性を保ちつつ試験代行費用を抑えることができます。

また、試験品に合わせた専用治具も設計ができますのでお困り の場合はご相談く ださい。

料金形態

レンタ ルサービスの流れ

レンタル可能試験機

汎用試験用小型振動試験機

ｍ030

63，0 00円～

¥20 ,0 00  (参考価格)

超小型振動試験機 高周波試験用超小型振動試験機

PET-05 PET-05H

¥10,0 00  (参考価格) ¥10,0 0 0  (参考価格)

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

（ 発信機内蔵、電源コ ード 付）

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル2ｍ

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

（ 発信機内蔵、電源コ ード 付）

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル2ｍ

・ 振動発生機

・ 電力増幅器

（ 発信機内蔵、電源コ ード 付）

・ 振動発生器～電力増幅器間

ケーブル2ｍ

振動制御器

K2＋

¥10 ,0 00  (参考価格)

・ 制御器ハード ウェア

・ パソコン

・ 制御器～パソコン間ケーブル1.5ｍ

・ 各電源ケーブル

・ BNCケーブル約5m

・ ディ スプレイ

・ ディ スプレイケーブル

・ 制御器ハード ウェア

・ パソ コン

・ 制御器～パソコン間ケーブル1.5ｍ

・ 各電源ケーブル

・ BNCケーブル約5m

・ ディ スプレイ

・ ディ スプレイケーブル

振動制御器

K2

¥10 ,0 00  (参考価格)

名称

型番

画像

運送費 

構成内容Step 1

お問合せ・ 見積り

Step 2

お客様ご指定場所に

装置を発送

Step 3

お客様にて

試験実施

Step 4

装置をご返却

Step 5

ご請求

54,00 0円～

超小型振動試験機

PET-01

¥10,0 0 0  (参考価格)

42 ,0 0 0円～10 2,00 0円～ 78，000 円～ 78，00 0円～価格 (1週間）
※ 運送費は別途
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テスト ラボ拠点

〒358-0014 埼玉県入間市宮寺4102 番142

● 対応試験

日本高度信頼性評価試験センタ ー

お客様の問題解決に焦点を

あて、日本が誇る信頼性評価

技術の粋を結集。新設備の

開発など高付加価値サービス

を順次ご提供いたします。

専任エンジニアによるEM C

試験も実施いたします。

04-2009-1043 

04-2009-1044

info-etcj@ imv-corp.com

詳細はwebで

〒409-0133 山梨県上野原市八ツ沢2193-28

上野原サイト  高度試験センタ ー

電池試験および大型振動

試験の最新技術設備を採用。

多様なニーズに応える充実の

振動設備をご用意しています。

IT環境の整備と 同時に

ISO2 7 0 0 1 に基づく 情報

セキュリティ の確保にも 配慮し た施設です。

0554-62-6677

0554-62-6678

info-uenohara@imv-corp.com

詳細はwebで

〒252-0185 神奈川県相模原市緑区日連870

東京テスト ラボ

1 9 8 8 年に日本初の振動・

衝撃試験専門施設として開設。

年間5 0 0 件越の豊富な

実績を基に、他社で実施

不可能な試験や高度な試験も 、

熟練したスタッフが検討し

対応いたします。
※テスト ラボの運営は株式会社振研（ IM Vグループ

会社）が行います。

0554-62-6677

0554-62-6678

info-uenohara@imv-corp.com

詳細はwebで

〒470-0217 愛知県みよし 市根浦町5-2-18

名古屋テスト ラボ

自動車関連業界からの

ニーズに応える恒温恒湿

複合型振動試験装置を

中心に国内最大規模の

受託試験場でお客様を全

面的にサポート します。

0561-35-5189

0561-36-4470

info-nagoya@imv-corp.com

詳細はwebで

※お問合せは上野原サイト  高度試験センターで承ります。

〒486-0833 愛知県春日井市上条町3-24-5
（ JA PAN  TESTIN G LABORATORIES株式会社 春日井事業所内）

春日井テスト ラボ

自動車関連業界からの

ニーズに応える恒温恒湿

複合型振動試験装置を中心

に計3 0 台の装置を装備

しています。

0568-44-0145 

0568-44-0150

info-kasugai@imv-corp.com

詳細はwebで

〒555-0011 大阪市西淀川区竹島2-6-10

大阪テスト ラボ

多点制御方法を採用した

大型供試品の振動試験や

鉄道車両関連の受託振動

試験など、他では実施でき

ない特殊振動試験も実施い

たします。

06-6478-2552

06-6478-2517

info-osaka@imv-corp.com

詳細はwebで

Amata City Chonburi Industrial Estate Phase 9,

700/907 Moo 5, Tambol Nhongkakha, 

Amphur Phanthong, Chonburi Province, 20160, 

Thailand

IMV (THAILAND) CO., LTD.

タイ国内最大級の受託試験場。

日本人スタッフが駐在し

お客様のニーズにあった

試験環境をご提案します。

+66 3821 2226

+66 3821 2227

testlabquotation@imv.co.th

詳細はwebで

Factory No.13, Apartment Factory No.2, Plot P-7,

Thang Long Industrial Park I, Vong La, 

Dong Anh, Hanoi, Vietnam

IMV TECHNO VIETNAM  CO., LTD.

ベト ナム初の複合振動試験

に対応した受託試験場。

熟練の技術と 豊富な知識で

お客様をサポート いたします。

+84 24 3956 0777

info@imv-tv.com

詳細はwebで

EM C試験

スクイーク &ラト ル試験

環境試験振動試験

● 対応試験

環境試験振動試験

● 対応試験

環境試験振動試験
● 対応試験

振動試験

● 対応試験

振動試験

● 対応試験

2 0 2 4 年 設備増強予定

落下試験 落下試験

バッ テリ ー試験 バッ テリ ー試験耐震試験

耐震試験

振動試験

● 対応試験

コ ネクタ 評価試験

コ ネクタ 評価試験

振動試験

● 対応試験

振動試験 多点加振試験

29 30


